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裁
判
資
料
に
よ
れ

ば
、
原
告
は
管
理
組
合

法
人
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン

は
１
９
７
０
年
代
の
建

設
、
戸
数
は
４
０
弱
の

案
件
。

着
服
を
行
っ
て
い
た

会
計
担
当
は
９
４
年
に

役
員
に
就
任
。
以
後
一

貫
し
て
会
計
担
当
を
務

め
て
い
た
。

着
服
期
間
は
９
８
年

２
月
か
ら
０
７
年
９
月

ま
で
と
１
０
年
近
く
に

及
ぶ
。
管
理
組
合
の
調

べ
で
は
、
着
服
の
総
額

は
１
億
円
以
上
。
着
服

期
間
中
に
一
部
弁
済
を

行
っ
て
お
り
、
被
害
額

は
約
５
４
８
９
万
円
と

計
算
し
て
い
る
。

印
鑑
、
通
帳
は
会
計

監
査
担
当
役
員
が
所
持

し
て
い
た
。
着
服
が
発

覚
し
た
２
０
０
７
年
ま

で
は
自
主
管
理
だ
っ
た

た
め
、
収
支
報
告
書
の
作

成
な
ど
会
計
業
務
の
一

切
に
加
え
、
入
出
金
も
１

人
で
行
っ
て
い
た
。
会
計

監
査
の
際
は
、
偽
装
し
た

収
支
報
告
書
と
自
ら
ワ

ー
プ
ロ
で
作
成
し
た
残

高
証
明
書
で
発
覚
を
免
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９割を過失相殺

善
管
注
意
義
務
違
反
認
め
る

会
計
担
当
役
員
の
着
服
で
多
額
の
資
金
を
失
っ
た
管
理
組
合
が
「
預
金
通
帳
の
確
認
な
ど
を
行
っ
て
い
れ

ば
被
害
の
発
生
を
回
避
で
き
た
の
に
、
通
帳
を
提
示
す
る
よ
う
求
め
ず
横
領
行
為
を
見
過
ご
し
て
き
た
」
な

ど
と
し
て
、
当
時
の
理
事
長
と
副
理
事
長
、
会
計
監
査
担
当
役
員
に
対
し
、
善
管
注
意
義
務
違
反
に
基
づ
く

損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の
控
訴
審
判
決
が
昨
年
１
０
月
、
東
京
高
裁
で
あ
っ
た
。
髙
世
三
郎
裁
判
長
は
副

理
事
長
を
除
く
２
人
の
善
管
注
意
義
務
違
反
を
認
め
た
一
審
判
決
を
指
示
し
、
理
事
長
と
会
計
監
査
担
当
役

員
に
連
帯
し
て
４
６
４
万
１
３
０
０
円
を
支
払
う
よ
う
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
て
い
る
。
当
時
の
役
員
が

着
服
に
加
担
し
た
事
実
は
全
く
な
い
が
、
理
事
長
や
監
査
の
職
責
が
問
わ
れ
た
結
果
に
な
っ
た
。

れ
て
い
た
。
通
帳
原
本
や

写
し
の
チ
ェ
ッ
ク
は
な

か
っ
た
。

訴
え
ら
れ
た
３
人
は

会
計
監
査
担
当
役
員
と

理
事
長
、
会
計
監
査
に
賠
償
責
任

昨
年
１０
月

東
京
高
裁

ほ
ぼ
同
時
期
に
役
員
に

就
任
。
な
り
手
不
足
が
顕

著
だ
っ
た
面
も
あ
り
、
着

服
が
発
覚
す
る
ま
で
役

員
を
務
め
て
い
た
。

会
計
担
当
は
着
服
発

覚
後
、
逮
捕
。
懲
役
３
年

の
実
刑
を
う
け
た
。

管
理
組
合
は
ま
ず
、
会

計
担
当
に
損
害
賠
償
を

求
め
て
提
訴
。
被
害
金
額

５
４
８
９
万
円
に
加
え
、

提
訴
時
点
の
確
定
遅
延

損
害
金
約
２
６
４
万
円

を
請
求
し
た
。
東
京
地
裁

判
決
で
は
、
管
理
組
合
の

請
求
が
全
額
認
め
ら
れ

た
が
、
当
時
会
計
担
当
は

服
役
中
。
出
所
後
も
執
行

可
能
な
財
産
は
な
く
、
任

意
の
弁
済
は
困
難
だ
と

判
断
し
、
代
わ
り
に
当
時

の
理
事
長
、
副
理
事
長
、

会
計
監
査
担
当
役
員
に

被
害
金
額
相
当
額
の
支

払
い
を
求
め
て
提
訴
し

た
。法

廷
で
管
理
組
合
側

は
、
理
事
長
、
副
理
事
長
、

会
計
監
査
担
当
役
員3

人
に
そ
れ
ぞ
れ
善
管
注

意
義
務
違
反
が
あ
っ
た

と
主
張
し
た
。

理
事
長
ら
は
、
「
着
服

の
手
口
は
巧
妙
で
、
責
任

を
着
服
し
た
会
計
担
当

以
外
に
求
め
る
の
は
行

き
過
ぎ
」
な
ど
と
反
論
し

た
。昨

年
の
東
京
地
裁
判

決
で
は
、
会
計
監
査
に
対

し
、
偽
造
さ
れ
た
残
高
証

明
書
を
安
易
に
信
用
し
、

会
計
担
当
が
保
管
し
て

い
た
預
金
通
帳
残
高
を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
と
し

な
か
っ
た
点
に
つ
い
て

注
意
義
務
違
反
が
あ
っ

た
、
と
認
定
。

（
次
頁
へ
続
く
）

「管
理
規
約
の
改
正
必
要
」

石

井

国
交
相

民
泊
問
題
で
見
解

石
井
啓
一
国
交
相
は

昨
年
１
２
月
２
２
日
の

定
例
会
見
で
「
民
泊
」
に

つ
い
て
、
国
土
交
通
省
の

見
解
を
述
べ
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
標
準
管

理
規
約
は
１
２
条
「
占
有

部
分
の
用
途
」
で
「
専

ら
住
宅
と
し
て
使
用
す

る
も
の
と
し
、
他
の
用

途
に
供
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

石
井
国
交
相
は
こ
の

規
定
に
触
れ
、「
国
土
交

通
省
と
し
て
は
、
こ
う
い

っ
た
管
理
規
約
が
あ
る

マ
ン
シ
ョ
ン
で
『
特
区
民

泊
』
を
実
施
す
る
場
合
に

は
、
管
理
規
約
の
改
正
が

必
要
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
」
と
述
べ
、
標

準
管
理
規
約
に
沿
っ
た

管
理
規
約
が
制
定
さ
れ

て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で

は
民
泊
の
実
施
は
で
き

な
い
、
と
す
る
見
解
を
示

し
た
。

一
方
、
１
２
月
１
８
日

に
開
か
れ
た
国
家
戦
略

特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
で
、
民
間
有
識
者
委

員
会
か
ら
「
特
区
民
泊
は

標
準
管
理
規
約
上
の
住

宅
に
含
ま
れ
る
、
と
い
う

見
解
を
積
極
的
に
打
ち

出
す
よ
う
な
通
知
を
発

出
す
べ
き
」
と
す
る
意
見

が
出
さ
れ
た
こ
と
も
明

ら
か
に
し
た
。

こ

う

し

た

経
緯

か

ら
、
石
井
国
交
相
は
国

交
省
が
事
務
連
絡
と
し

て
業
界
団
体
に
発
出
す

る
予
定
だ
っ
た
「
特
区

民
泊
と
マ
ン
シ
ョ
ン
標

準
管
理
規
約
と
の
関
係

等
」
を
「
当
面
の
措
置
」

と
し
て
見
送
っ
た
と
説

明
。「
今
後
、
私
た
ち
の

考
え
を
ご
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
引
き
続

き
説
明
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
」
と
述
べ
た
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
新

聞993

号
）

会
計
が
着
服

損
害
額
を
当
時
の
役
員
に
請
求

「区分所有者の
無関心も原因」

専
有
部
分
の
用
途
「
専
ら
住
宅
」
な
ら
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裁
判
資
料
に
よ
れ

ば
、
相
手
方
は
都
内
の

管
理
組
合
。
東
日
本
大

震
災
で
建
物
被
害
が
あ

っ
た
た
め
、
当
時
の
理

事
長
が
設
計
事
務
所
に

調
査
・
診
断
、
改
修
設

計
、
業
者
選
定
補
助
、

施
工
管
理
と
い
っ
た
、

大
規
模
修
繕
に
関
わ
る

一
連
の
業
務
を
依
頼
。

２
０
１
１
年
５
月
当
時

の
理
事
長
と
業
務
委
託

契
約
を
結
ん
だ
。

契
約
書
に
は
理
事
長

が
記
名
・
押
印
し
た
。

約
半
月
後
に
は
住
民
を

対
象
に
し
た
説
明
会
も

開
催
。
６
月
末
に
は
調

査
・
診
断
業
務
を
開
始

し
た
。

と
こ
ろ
が
７
月
、
設

計
事
務
所
と
の
契
約
に

異
議
を
唱
え
る
グ
ル
ー

プ
が
臨
時
総
会
を
開

催
。
設
計
事
務
所
と
結

ん
だ
契
約
を
「
追
認
し

な
い
」
旨
の
決
議
を
行

っ
た
。

結
果
的
に
設
計
事
務

所
側
は
業
務
を
打
ち
切

臨
時
総
会
で
一
転
否
決

「代金支払え」 設計事務所が提訴

っ
た
が
、
実
施
済
み
の

調
査
・
診
断
と
報
告
書

の
作
成
に
要
し
た
費
用

の
支
払
い
を
要
求
。
管

理
組
合
か
ら
支
払
い
に

つ
い
て
回
答
が
な
か
っ

た
た
め
１
３
年
４
月
、

業
務
費
用
約
１
４
５
万

円
の
支
払
い
を
求
め
東

京
地
裁
に
提
訴
し
た
。

裁
判
で
管
理
組
合
は

「
契
約
締
結
に
際
し
総

会
決
議
を
行
っ
て
い
な

い
か
ら
契
約
は
成
立
し

て
い
な
い
」
と
主
張
し

た
。事

務
所
側
は
、
業
務

受
託
に
際
し
総
会
決
議

が
必
要
に
な
る
と
は

「
知
ら
な
か
っ
た
」
と

し
た
。
そ
の
た
め
、「
善

意
の
第
三
者
に
該
当
す

る
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
事
務
所
側

は
、
管
理
組
合
の
代
表

者
で
あ
る
理
事
長
が
理

事
長
印
を
使
っ
て
記
名

押
印
し
て
い
る
点
や
、

法
律
や
規
約
の
定
め
を

知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、

総
会
決
議
を
し
て
い
な

総
会
決
議
経
ず

理
事
会
が
決
定

総
会
決
議
を
経
ず
に
結
ん
だ
設
計
・
監
理
コ
ン
サ
ル
契
約
を
、
そ
の
後
の
臨
時
総
会
で
白
紙
に

戻
し
た
な
ど
と
し
て
業
務
の
続
行
を
拒
ん
だ
管
理
組
合
に
対
し
、
設
計
事
務
所
側
が
、
既
に
実
施

し
て
し
ま
っ
た
調
査
・
診
断
と
報
告
書
の
作
成
業
務
費
用
約
１
４
５
万
円
の
支
払
い
を
求
め
た
訴

訟
の
控
訴
審
判
決
が
昨
年
１
１
月
東
京
高
裁
で
あ
っ
た
。
綿
引
万
里
子
裁
判
長
は
「
総
会
決
議
の

要
否
、
有
無
を
検
討
、
確
認
し
な
か
っ
た
」
な
ど
と
し
て
一
審
判
決
同
様
、
設
計
事
務
所
側
の
請

求
を
棄
却
し
た
。
総
会
決
議
が
行
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
契
約
締
結
上
の
「
瑕
疵
」
つ
い
て
「
プ

ロ
」
で
あ
る
設
計
事
務
所
側
の
責
任
が
よ
り
重
く
問
わ
れ
た
格
好
だ
。

い
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
し
、
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
過

失
は
な
い
、
と
し
て
民

法
１
１
０
条
の
「
表
見

代
理
」
が
成
立
す
る
、

と
主
張
し
た
。

管
理
組
合
側
は
「
管

理
組
合
は
一
般
社
団
法

人
で
は
な
い
か
ら
同
法

の
直
接
適
用
は
受
け
な

い
」
と
反
論
。「
表
見
代

理
」
に
つ
い
て
は
「
理

事
長
が
第
三
者
と
契
約

を
結
ぶ
場
合
に
ど
の
よ

う
な
法
律
が
ど
う
い
っ

（
前
頁
か
ら
の
続
き
）

理
事
長
に
対
し
て

は
、
会
計
業
務
を
担
当

に
委
託
し
、
会
計
監
査

が
監
査
を
行
っ
て
い

た
と
し
て
も
、
規
約
で

理
事
長
が
収
支
報
告

を
す
べ
き
責
任
者
に

さ
だ
め
ら
れ
て
い
る

点
か
ら
「
収
支
報
告
書

を
確
認
・
点
検
し
て
会

計
業
務
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
べ
き
義
務
が

あ
っ
た
」
と
指
摘
。
通

帳
の
残
高
を
確
認
せ

ず
、
適
正
な
監
査
が
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
の
確
認
も
な
い
点

な
ど
か
ら
、
注
意
義
務

違
反
を
認
め
た
。

副
理
事
長
に
つ
い

て
は
、
会
計
事
務
に
つ

い
て
具
体
的
な
権
限

が
な
い
、
な
ど
と
し
て

注
意
義
務
違
反
を
認

め
な
か
っ
た
。

賠
償
額
は
、
消
滅
時

効
の
援
用
を
一
部
認

め
、
４
６
４
１
万
３
０

０
０
円
と
算
定
し
た
。

そ
の
上
で
、
裁
判
官

は
、
「
相
手
方
に
過
失

が
あ
っ
た
場
合
は
、
裁

判
所
は
こ
れ
を
考
慮

し
て
損
害
賠
償
額
を

定
め
ら
れ
る
」
と
規
定

さ
れ
た
民
法
の
「
過
失

相
殺
の
法
理
」
を
類
推

適
用
し
た
。

日
曜
な
ど
比
較
的

出
席
し
や
す
い
日
時

に
総
会
を
開
催
し
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
大
多
数
は
管
理
組

合
に
丸
投
げ
し
て
い

た
状
態
で
あ
っ
た
こ

れ
ま
で
の
運
営
状
況

を
注
視
し
、
各
区
分
所

有
者
に
、
「
会
計
を
含

め
管
理
運
営
へ
の
関

心
が
高
く
な
く
役
員

に
任
せ
る
ま
ま
で
あ

っ
た
こ
と
も
、
着
服
行

為
が
継
続
し
て
行
わ

れ
た
原
因
の
一
つ
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
」

と
結
論
付
け
た
。
そ
し

て
着
服
の
損
害
を
「
理

事
長
と
会
計
監
査
だ

け
に
負
担
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
判

断
。
被
害
額
の
９
割
を

過
失
相
殺
し
、
残
る
１

割
の
４
６
４
万
１
３

０
０
円
を
損
害
賠
償

た
制
限
を
設
け
て
い
る

の
か
知
ら
な
か
っ
た
」

と
す
る
設
計
事
務
所
側

の
主
張
に
つ
い
て
、「
重

大
な
過
失
が
あ
り
、『
正

当
な
理
由
』
が
あ
っ
た

と
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
述
べ
た
。

昨
年
７
月
の
東
京
地

裁
判
決
で
は
、
管
理
組

合
側
が
勝
訴
し
た
。
裁

判
官
は
ま
ず
（
設
計
・

監
理
コ
ン
サ
ル
契
約
は

区
分
所
有
法
上
「
管
理
」

に
該
当
し
、「
総
会
の
決

議
が
必
要
」
な
事
項
だ
、

と
認
定
。
同
法
の
管
理

者
で
あ
る
理
事
長
の
権

限
に
つ
い
て
は
、
そ
も

そ
も
一
般
社
団
法
人
の

代
表
理
事
の
よ
う
な
包

括
的
代
理
権
を
有
し
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、

管
理
組
合
が
契
約
に
基

づ
く
代
金
を
支
払
う
義

務
は
な
い
、
と
結
論
付

け
た
。
契
約
の
締
結
に

は
総
会
決
議
が
必
要
な

の
だ
か
ら
プ
ロ
で
あ
る

業
者
は
総
会
決
議
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
、
契
約

書
に
判
を
押
す
代
表
者

に
そ
の
権
限
が
あ
る
の

か
、
し
っ
か
り
確
認
す

べ
き
で
、
判
決
は
こ
の

確
認
を
全
く
し
な
か
っ

た
業
者
の
過
失
を
重
く

見
て
、「
表
見
代
理
」
の

成
立
を
否
定
し
た
。（
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
新
聞

995

号
）

金
額
に
認
定
し
た
。

今
回
の
事
件
は
、
今

後
の
管
理
組
合
運
営
を

考
え
る
上
で
も
示
唆
に

富
む
。

理
事
会
側
か
ら
す
れ

ば
万
一
の
際
注
意
義
務

を
果
た
し
て
い
た
と
照

明
で
き
る
よ
う
、
具
体

的
な
会
計
監
査
の
手
法

を
細
則
に
規
定
し
、
ル

ー
ル
通
り
に
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
お
く
、
と
い

っ
た
「
リ
ス
ク
管
理
」

が
求
め
ら
れ
る
。
区
分

所
有
者
側
も
、
そ
う
し

た
監
査
が
適
正
に
実
施

さ
れ
て
い
る
か
監
視
す

る
義
務
が
あ
る
。（
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
新
聞994

号
）


